
- 1 -

http//www.nougyoukaigi.or.jp

ミ ニ レ タ ー

あぜみち通信
* * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * * *

令和元年１２月１日
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編集・発行（一社）愛知県農業会議

◎ 令和元年秋の叙勲で農業委員会関係者が受章されました

令和元年秋の叙勲で、三浦孝司氏（豊田市）が旭日小綬章を受章されました。

三浦氏は、愛知県議会議長、愛知県農業会議常任会議員などの要職を務められ、愛

知県農業の振興を始めとする地方自治の発展に貢献されました。その功績に改めて敬

意を表しますとともに、心からお祝い申し上げます。

今後ますますのご健勝とご活躍をお祈りいたします。

◎ 令和元年愛知県表彰条例による表彰で農業団体関係者が受賞されました

11月20日に愛知県庁本庁舎講堂において第71回愛知県知事表彰式が開催され、河合

勝正氏（新城市）が受賞されました。

河合氏は、愛知東農業協同組合代表理事会長、愛知県農業協同組合中央会副会長、

愛知県農業会議副会長などの要職にあって、地産地消運動の推進と組織の強化育成に

尽力され、愛知県農業の振興と地域の活性化に貢献されました。その功績に改めて敬

意を表しますとともに、心からお祝い申し上げます。

今後ますますのご健勝とご活躍をお祈りいたします。

◎ 常設審議委員会（農地）の審議状況について

11月6日に「愛知県三の丸庁舎」において、農地法等に係る農業委員会からの諮問

に対する答申を審議する常設審議委員会を開催しました。

11月の諮問は、15の農業委員会から農地法第5条に基づく転用事案21件、112,833㎡

についてそれぞれ審議し、いずれも原案どおりで差し支えない旨承認されました。

(参考) 諮問農業委員会

一宮市(2件)、春日井市(1件)、犬山市(1件)、江南市(1件)、稲沢市(3件)、愛西市(1件)、

阿久比町(2件)、武豊町(1件)、岡崎市(2件)、刈谷市(1件)、安城市(1件)、知立市(2件)、

豊田市(1件)、みよし市(1件)、豊橋市(1件)

◎ 愛知県市部農業委員会長会定例総会が開催されました

11月13日に蒲郡市の「蒲郡市民会館」において、令和元年度愛知県市部農業委員会

長会定例総会が開催されました。
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開催地である蒲郡市の坂部農業委員会会長の挨拶の後、岩田市部農業委員会長会会

長（名古屋市農業委員会会長）から主催者として開会の挨拶がありました。

総会では、平成30年度事業報告及び収支決算、令和２年度収支予算(案)等について

の議案が提出され、いずれも承認されました。

また、名古屋市農業委員会から提出された「郵送による農地・農家調査(8.1調査)

の実施状況について」、犬山市農業委員会から提出された「新体制移行後、農業委員

会として新たに取り組みを開始した活動事例や強化した取り組み事例について」及び

豊田市農業委員会から提出された「法務局からの「農地の転用事実に関する照会書」

いわゆる「地目照会」の処理・対応状況について」を議題として、情報交換がなされ

ました。

次に、情報提供として「人・農地プランの実質化と進捗状況」について、県農業振

興課の浅野課長補佐から県内農業委員会の取組状況等について説明がありました。

◎ 第７３回全国お茶まつり愛知大会が開催されました

11月16日に西尾市の「西尾市文化会館」において、第73回全国お茶まつり愛知大会

が開催され、全国各地から茶生産者を始め多くの関係者の方が出席されました。

最初に主催者として、大村愛知県知事（大会会長）、上川公益社団法人日本茶業中

央会会長から挨拶があり、続いて開催地代表とし中村西尾市長から挨拶がありました。

また、来賓を代表して藤木農林水産大臣政務官から来賓祝辞がありました。

全国茶品評会褒章授与式では、全国茶品評会審査会の審査の結果、特に優秀な成績

であった茶生産業者の方々へ大会会長賞、産地賞、特別賞などの表彰が行われ、また、

茶業功績者表彰として４名の方が受賞されました。

特別賞では、西尾市の有限会社ヤマフジ製茶稲垣宏紀氏が、てん茶の部門で最高賞

の農林水産大臣賞を受賞されました。

当日は、関連行事として、会場近くの総合グランドなどで、全国のお茶の試飲会や

西尾の抹茶博も開催され、多くの方が来場されました。

◎ 常設審議委員会（農政）の審議状況について

11月22日に「愛知県三の丸庁舎」において、「農地利用最適化の推進に関する対応」

について協議するための常設審議委員会を開催しました。

事務局から農地利用最適化の推進に関する現場活動の現状を始め、農地利用最適化

交付金の活用及び上乗せ報酬条例の整備の見込み、10月に開催した地域協議会の開催

結果等について説明しました。

各委員からは、「地域毎の課題に対応した方策を検討する必要があり、農地集積の

推進には国営買収方式で土地改良を行う事業が必要である」、「中間管理機構を通じ

た地主負担なしの農地整備事業に対する採択要件の緩和と予算の確保が必要であり、

国や全国農業会議所に対してしっかりと要望していくべきである」、｢都市地域にお

ける市街化区域の農業委員・推進委員の活動のあり方が課題となっている」、「主要

国道沿いの開発が進むことにより、担い手の生産基盤の減少が大きな問題となってい

る｣など様々な意見が出されました。
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これらの意見を踏まえまして、令和２年度の事業計画など今後の対応を検討してま

いります。

また、当日の午後からは、農地の転用事案に関する現地調査として、営農型太陽光

発電であり、太陽光発電と水稲栽培を組み合わせ農地の効率活用を高める取り組みを

行っている企業(太啓建設株式会社(豊田市))の施設を見学しました。

◎ 全国農業委員会会長代表者集会が開催されました

11月28日に東京都港区の「東京・メルパルクホール」において、一般社団法人全国

農業会議所主催の令和元年度全国農業委員会会長代表者集会が開催され、本県からは

川上農業会議会長、地域協議会会長始め１２名が出席しました。

冒頭、全国農業会議所の二田会長から「先の農業委員会法の改正から４年目となり

また、農地中間管理事業法の改正により農業委員会の役割が明確化された。今後農業

委員会組織としての責務をしっかりと果たしていく必要がある」旨の主催者挨拶があ

りました。

続いて来賓として、吉野正芳衆議院農林水産委員会委員長、江島潔参議院農林水産

委員会委員長、横山紳農林水産省経営局長からそれぞれ挨拶がありました。

大会は二部構成で行われ、第一部では、活動事例報告・記念講演・申し合わせ決議

が行われました。

活動事例報告では、①「人・農地プランの実質化に向けて 農家台帳システムの活

用」と題し、橋本洋資広島県三次市農業委員会会長から、②「人・農地プランの話し

合いの推進」と題し、白戸康一宮城県角田市農業委員会会長職務代理から、③「農地

利用最適化交付金を活用した最適化活動」と題し、横粂鈞愛知県豊田市農業委員会会

長から、それぞれの農業委員会における取組事例の紹介がありました。

続いて、全国農業会議所の澤畑佳夫専門相談員から

「人・農地プランの実質化を確実に進めるために!!」

と題した記念講演が行われました。

最後に、申し合わせ決議として、全国農業会議所の

稲垣事務局長から、第１号議案「「地域の農地を活か

し、担い手を応援する全国運動」のさらなる推進のた

めの申し合わせ決議」、第２号議案「「情報提供活動」

の一層の強化に関する申し合わせ決議」、第３号議案

「農業委員会の委員等の綱紀保持に関する申し合わせ 【活動事例報告する横粂会長】

決議」について提案があり、満場の拍手により採択しました。

第二部では、新たな「食料・農業・農村基本計画」の策定等に向けた要請決議につ

いて全国農業会議所の柚木専務から提案があり、満場の拍手をもって採択しました。

最後に、片山岡山県農業会議会長の発声によりガンバロー三唱を行い、集会を終了

しました。

要請決議については、参議院議員会館において、愛知県選出の自由民主党国会議員

の皆様に川上農業会議会長及び森田新城市農業委員会会長を始めとする代表から要請

決議内容の説明及び愛知県農業委員会組織からの要望などの要請活動を行いました。
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川上会長（前列中央左） 藤川県連会長（前列中央右）

◎ 東海・近畿ブロック女性農業委員・推進委員研修会が開催されました

11月28日に京都市の「メルパルク京都」において、東海・近畿ブロック女性農業委

員・推進委員研修会が開催され、本県からは福井代表始め１２名が出席しました。

初めに、きょうと女性農業委員・推進委員の会の山下明子会長他から挨拶があり、

続いて情報提供としては、①湖国女性農業委員・推進委員協議会(滋賀県)の高田会長

から、女性委員の登用促進キャラバンの取り組みについて、②全国農業会議所の佐藤

主事から農地利用最適化の推進と女性委員の役割について、③農業者年金基金の三上

調査役から農業者年金制度と加入推進について、それぞれ説明がありました。

講演では、にいがた女性農業委員会の会の笠原尚美会長(阿賀野市農業委員会職務

代理)から「女性の力で進めよう！人・農地プラン」をテーマに、阿賀野市農業委員

会における農地利用の最適化、人・農地プランの推進に向けた取り組みなどについて

説明がありました。最後に、小グループに分かれ、孫の世代に向けた地域づくりに関

してKJ法により意見の集約をするワークショップが行われました。

◎ 今後の主な行事予定

１２月 ３日 全国農業新聞臨時支局長・支局長補佐・担当者会議（ウインク愛知）

１２月 ４日 第２９回東海・近畿・福井ブロック稲作経営者研究大会

～５日 (名古屋東急ホテル・日本製鉄株式会社名古屋製作所)

１２月 ９日 常設審議委員会（県三の丸庁舎）

１２月１０日 農業者年金ブロック別加入推進対策会議（アイリス愛知）

１２月１１日 農地中間管理事業の推進に向けた研修会（名古屋市港区文化小劇場）

１２月１２日 令和元年度愛知県農業経営士・農村生活アドバイザー・青年農業士

認定式（県庁本庁舎正庁）

１２月１２日 農業者年金ブロック別加入推進対策会議（豊川市勤労福祉会館）

１２月１３日 農業者年金ブロック別加入推進対策会議（刈谷市産業振興センター）

１２月１６日 話し合いのコーディネーターに関する研修会（県三の丸庁舎）

１２月２０日 農林畜産物品評会表彰式等（熱田神宮会館）

１２月２３日 令和元年度愛知農業賞表彰式（ＪＡあいちビル）

令和２年

１月 ９日 常設審議委員会(県三の丸庁舎)


